
杉
本
金
属
工
業
社
長
　
　
　
（
掛
川
産
業
人
ク
ラ
ブ
会
員
）
　
　
杉
本
　
幸
弘
氏
に
聞
く

社
員
と
対
話
方
向
性
一
致
新
興
国
需
要
も
視
野
プ
レ
ス
部
品
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も
と
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ゆ
き
ひ
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年

平
９

高
千
穂
商
科
大

商
学
部
卒
。

年
杉
本
金
属
工
業
入
社
、

年
専
務
、

年

社
長
。

年
か
ら
掛
川
産
業
人
ク
ラ
ブ
会
員
。
静
岡
県
出

身
、

歳
。

　
杉
本
金
属
工
業

静
岡
市
駿

河
区
、
０
５
４
・
２
８
５
・
９

１
４
１

の
杉
本
幸
弘
社
長

は
、
２
０
１
０
年

月
に
立
ち

上
げ
た
掛
川
産
業
人
ク
ラ
ブ
の

発
足
メ
ン
バ
ー
だ
。

年
６
月

に

歳
の
若
さ
で
杉
本
金
属
工

業
の
社
長
に
就
任
。

歳
前
後

の
若
手
メ
ン
バ
ー
が
多
い
同
ク

ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
っ

た
。
同
社
は
自
動
車
や
家
電
製

品
向
け
の
プ
レ
ス
部
品
メ
ー
カ

ー
。
競
争
が
激
化
す
る
中
、
新

興
国
な
ど
海
外
展
開
も
視
野
に

事
業
を
運
営
す
る
杉
本
氏
に
、

今
後
の
意
気
込
み
な
ど
を
聞
い

た
。

浜
松
・
松
本
直
樹

◇

　
―
若
く
し
て
社
長
を
引
き
継

ぎ
ま
し
た
。
ご
苦
労
も
多
い
の

で
は
な
い
の
で
す
か
。

　
「
も
う
慣
れ
た
が
、
管
理
職

が
自
分
よ
り
も
全
員
年
上
で
、

最
初
は
気
苦
労
が
多
か
っ
た
。

社
員
に
つ
い
て
き
て
も
ら
う
た

め
に
、
自
分
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
を
発
信
す
る
よ
う
に
し
て

い
る
。
前
社
長
で
現
会
長
の
父

親
は
、
多
く
を
語
ら
ず
に

俺

に
つ
い
て
こ
い

と
い
う
タ
イ

プ
だ
っ
た
が
、
私
は
自
分
の
考

え
を
積
極
的
に
言
葉
で
伝
え
る

よ
う
に
し
て
い
る
」

　
―
言
葉
で
意
思
疎
通
を
図
る

こ
と
で
社
内
は
ど
う
変
わ
り
ま

し
た
か
。

　
「
社
員
の
目
指
す
方
向
性

ベ
ク
ト
ル

が
合
っ
て
き
た

と
感
じ
て
い
る
。
若
い
経
験
の

な
い
社
長
で
考
え
て
い
る
こ
と

も
分
か
ら
な
い
と
な
れ
ば
、
社

員
は
不
安
に
な
る
。
多
く
を
語

る
こ
と
で
少
し
は
不
安
が
解
消

さ
れ
、
結
果
と
し
て
ベ
ク
ト
ル

も
合
っ
て
き
た
と
思
う
」

　
―
ス
ズ
キ
向
け
の
４
輪
車
用

プ
レ
ス
部
品
を
多
く
手
が
け
て

い
ま
す
。

　
「
５
年
前
に
静
岡
市
の
プ
レ

ス
工
場
を
、

ス
ズ
キ
の
完
成

車
組
立
工
場
に
近
い

静
岡
県

森
町
の
工
場
へ
移
管
し
た
。
自

動
車
の
内
板
や
足
回
り
の
比
較

的
大
型
の
金
属
プ
レ
ス
部
品
を

手
が
け
て
い
る
。
当
社
は
創
業

約

年
だ
が
、
ス
ズ
キ
と
の
取

引
は
半
世
紀
近
い
」

　
―
海
外
展
開
に
つ
い
て
は
。

　
「
具
体
的
に
は
言
え
な
い
が

視
野
に
は
入
れ
て
い
る
。
今
後

も
売
り
上
げ
を
拡
大
し
、
会
社

が
成
長
す
る
に
は
新
興
国
の
需

要
を
取
り
込
ん
で
い
く
し
か
方

法
は
な
い
の
で
は
な
い
か
」

　
―
掛
川
産
業
人
ク
ラ
ブ
の
活

動
も
活
発
で
す
ね
。

　
「
自
分
と
同
世
代
の
若
手
経

営
者
ば
か
り
で
い
つ
も
良
い
刺

激
を
受
け
て
い
る
。
私
た
ち
の

世
代
は
右
肩
上
が
り
の
成
長
を

経
験
し
た
こ
と
が
な
く
将
来
も

不
透
明
だ
。
そ
ん
な
中
、
腹
を

割
っ
て
前
向
き
な
議
論
が
で
き

る
仲
間
が
そ
ろ
っ
て
お
り
、
心

強
い
」

ホンダロック精神生きる向洋技研・甲斐美利社長　�

ホ
ン
ダ
ロ
ッ
ク
時
代
の
甲
斐
社
長
。
テ
ス
ト
ド
ラ
イ

バ
ー
と
し
て
Ｓ
６
０
０
に
乗
り
、
宮
崎
県
内
を
走
破

　
社
名
の
「
向
洋
」
は
私
の
母
校
で
あ

る
宮
崎
県
立
向
洋
高
等
学
校

現
延
岡

工
業
高
校

に
由
来
し
て
い
る
。

歳

で
創
業
す
る
時
、
松
林
と
日

向
灘
の
広
が
る
懐
か
し
い
風

景
と
、
太
平
洋
の
向
こ
う
を

夢
見
た
少
年
時
代
の
思
い
を

込
め
て
付
け
た
。

　

人
く
ら
い
の
小
さ
な
村

で
生
ま
れ
育
っ
た
が
、
当
時

高
校
に
進
学
で
き
る
の
は
全

体
の
１
割
に
満
た
ず
、
進
学

し
た
の
は
裕
福
な
家
庭
の
子

ど
も
だ
っ
た
。
し
か
し
両
親

は
先
進
的
な
考
え
を
持
っ
て

い
た
の
か
「
教
育
だ
け
で

も
」
と
高
校
を
受
験
さ
せ
て

く
れ
た
。
そ
し
て
寮
で
３
年

間
、
辛
く
も
濃
密
な
時
間
を

過
ご
し
た
。
先
輩
か
ら
「
社

会
に
出
た
ら
ち
ゃ
ん
と
し
た

言
葉
を
話
さ
な
い
と
い
け
な

い
」
と
、
慣
れ
た
宮
崎
弁
を

徹
底
的
に
標
準
語
に
直
さ
れ

た
り
も
し
た
も
の
だ
。
こ
の

時
に
、
挑
戦
す
る
心
や
純
粋

に
話
を
聞
く
姿
勢
の
土
台
が
育
ま
れ
た

の
だ
と
思
う
。

　
高
校
を
卒
業
す
る
前
年
の
１
９
６
２

年
。
ホ
ン
ダ
の
本
田
宗
一
郎
社
長

当

時

が
宮
崎
県
に
ホ
ン
ダ
ロ
ッ
ク
を
創

立
し
、
運
良
く
そ
の
第
１
期
生
と
し
て

入
社
で
き
た
。
南
九
州
の
よ
う
な
所
に

近
代
産
業
の
会
社
を
設
立
し
た
の
は
、

本
田
社
長
に
と
っ
て
実
験
の
よ
う
な
取

り
組
み
だ
っ
た
と
思
う
。
ホ
ン
ダ
の
や

り
方
や
思
想
が
、
ま
だ
学
力
の
低
い
地

域
で
も
通
用
す
る
か
。
例
え
ば
１
秒
を

追
求
す
る
姿
勢
を
徹
底
的
に
教
え
ら
れ

た
。
守
る
べ
き
ル
ー
ル
は

「
意
識
改
革
」
や
「
時
間
厳

守
」
な
ど
、
多
く
は
な
い
が

基
本
的
な
こ
と
を
徹
底
す
る

人
材
育
成
方
法
だ
っ
た
。

　
ま
た
そ
の
地
域
を
開
拓
す

る
意
味
も
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
「
お
前
た
ち
の
会
社
だ

か
ら
お
前
た
ち
が
育
て
ろ
。

南
九
州
の
工
業
パ
イ
オ
ニ
ア

だ
」
と
い
う
本
田
社
長
の
言

葉
を
思
い
出
す
。
そ
こ
で
徹

底
さ
れ
た
ル
ー
ル
や

パ
イ

オ
ニ
ア

と
い
う
言
葉
は
今

で
も
当
社
の
企
業
精
神
に
生

き
て
い
る
。

　
さ
ら
に
幸
運
な
こ
と
に

歳
の
時
、
本
田
社
長
直
属
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
の

一
人
に
選
ば
れ
、
埼
玉
県
の

本
田
技
術
研
究
所
に
出
向
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
ミ
ッ
シ

ョ
ン
は
、
２
輪
車
の
チ
ェ
ー

ン
を
開
発
し
て
国
産
化
す
る
こ
と
。
本

田
社
長
か
ら
「
甲
斐
君
、
な
ぜ
チ
ェ
ー

ン
が
こ
の
よ
う
な
形
を

し
て
い
る
か
分
か
る

か
」
と
い
う
問
い
か
ら

レ
ク
チ
ャ
ー
ま
で
し
て

も
ら
い
、
原
理
や
考
え

方
を
直
接
教
え
て
も
ら

う
機
会
が
数
多
く
あ
っ

た
こ
と
を
覚
え
て
い

る
。
そ
う
し
て
チ
ェ
ー

ン
が
完
成
す
る
頃
に
は

本
田
社
長
の
起
業
家
精

神
が
し
っ
か
り
入
り
込

ん
で
い
た
。

　

相
模
原
市
中
央
区

田
名
４
０
２
０
の
４

全
３
回

ド
ラ
イ
プ
レ
ス
で
名
刺
入
れ
東
京
山
陽
プ
レ
ス
工
業

デザイン性と機能性を
両立させた名刺ケース

　山陽プレス工業（東京都北区、檜
垣昌子社長、 ）は、
年に自社ブランド「ＳＵＮＳ」を
立ち上げ、名刺ケースやタブレット
菓子のケースなどを販売している。
消費者向け製品として、ウェブサイ
トを通しての販売も行っている。
　同社では 年ほど前から油を使わ
ない「ドライプレス加工」の研究を
進めており、３年前に実用化。プレ
スする材料の表面にダイヤモンドラ
イクカーボン（ＤＬＣ）被膜を施す
ことで、油をまったく使わずにプレ
スする。環境負荷を軽減できるとと
もに「洗浄や乾燥工程などが不要に
なり、工程数を大幅に削減できる」
（檜垣社長）ことで、作業時間の短
縮にもつながる。
　東日本大震災の発生後は、大幅な
節電対応が求められており、ドライ
プレス加工は「省電力、省エネルギ
ーに貢献できる」（同）ことから、

業界では同加工への関心が高まって
いる。
　名刺ケースのラインアップのう
ち、現在は３種類でドライプレス加
工を使用している。企業の販促物や
ノベルティーとしての注文もあり、
販売個数は月平均で 個、多い時
で月 個という。今春発売した
「ＳＹＯＳＡ（所作）」は革を組み
合わせて、デザイン性の高さと機能
性をうまく両立させた。こちらも好
評で、これまでに 個を販売して
いる。

年
ぶ
り
ロ
ゴ
一
新
中
国
四
国
広
島
ガ
ス

　中国四国産業人クラブの会長会社
である広島ガスが 年以来、 年
ぶりにロゴマークを更新した（写
真）。自然と共生し豊かな暮らしに
貢献する広島ガスグループの姿勢を
１枚の青葉と、ガスの炎を連想する
「Ｇ」のフォルムで表現した。
　「創業 年目。マーク同様マイ
ンドも一新し、グループ企業一体で
次ぎの 年へ向けて踏み出した
い」（田村興造社長）と話してい
る。
　新ロゴマークは「地域社会に信頼
される会社を目指す」という広島ガ
スの経営理念を基に 力強さ、突破
力といったアクティブな雰囲気を持
つ組織への変換 ガスの持つあたた
かさ、やさしさを意味する普遍的な
ウォームを引き続き大切にしていく
姿勢 自然、環境を連想するグリー
ンをイメージカラーとし、低炭素社
会実現へ貢献―の思いを込めた。

　広島ガスは創業 周年を迎え
た昨年、トップ交代などの新経営
体制をスタートさせた。ロゴマー
クの更新も新時代への意識改革
で、昨年から検討してきた。これ
までグループ各社がまちまちに使
っていた 種類のマークを統一し
た。これによって、グループの一
体感の一層の醸成と意識高揚を図
る。
　今後、広島ガスとグループ各社
は会社案内、看板、社用車などの
表示を順次切り替える。「ロゴに
限らず、これからも守るべきもの
変えなくてはならないもののメリ
ハリを大切したい」 同 という。

１２－１月の予定
　月

　

　◇６日（火）―７日（水）日本産
業人クラブ連合会・中小企業基盤整
備機構北海道支部「北海道・産業用
地視察研修会」（札幌市、夕張市、
美唄市、奈井江町、岩見沢市など）
　◇６日（火）神奈川産業人クラブ
「第 回親睦ゴルフ大会」（神奈川
県茅ケ崎市 湘南カントリークラブ
　◇６日（火）九州・山口産業人ク
ラブ「講演と忘年の会」演題：「九
州経済の動向と今後の展望（仮
題）」　講師：九州経済産業局長・
滝本徹氏（福岡市博多区、博多エク
セルホテル東急）
　◇７日（水）東京産業人クラブ女
性部会「 月例会」講師：日本総合
研究所理事長・寺島実郎氏（東京都
千代田区、ＫＫＲホテル東京）
　◇７日（水）名古屋産業人クラブ
女性部会「学習会＆年末懇談会」
名古屋市中区 名古屋東急ホテル
　◇ 日（火）東京産業人クラブ
「鎌倉・建長寺　坐禅研修会」（神
奈川県鎌倉市、建長寺）
　◇ 日（火）東京産業人クラブ
「 年　忘年会」（東京都中央
区、銀座飛雁閣）
　◇ 日（水）埼玉産業人クラブ
「分科会」講師：さいたま総研もの
づくり事業部・間館正義氏（さいた
ま市浦和区、日刊工業新聞社さいた
ま総局）
　◇ 日（金）新潟産業人クラブ
忘年会 （新潟市西蒲区、高島屋）
　◇ 日（土）埼玉産業人クラブ・
埼玉ビジネス研究会「第７回ビジ研
ゴルフ大会」（埼玉県上尾市、大宮

ゴルフコース）
　◇ 日（土）埼玉産業人クラブ・
埼玉ビジネス研究会「“望”年会」
さいたま市大宮区、蕎麦茶屋　桜
　◇ 日（水）埼玉産業人クラブ・
ＮＩＴＥＣ埼玉産学交流会「第 回
研究現場訪問シリーズ　平栗研究室
から学ぼう」（埼玉県宮代町、日本
工業大学）
　◇ 日（木）名古屋産業人クラブ
「第 回永井嘉吉記念賞選考委員
会」（名古屋市中村区、名鉄グラン
ドホテル）
　

年１月
　

　◇ 日（木）神奈川産業人クラブ
「合同新年祈祷会」（神奈川県鎌倉
市、鶴岡八幡宮）
　◇ 日（金）新潟産業人クラブ
「新春講演会」講師：中国駐新潟総
領事・王華氏（新潟市中央区、新潟
グランドホテル）
　◇ 日（火）中国四国産業人クラ
ブ「新春互礼会・講演会」演題：
「社員教育について」講師：広島管
財社長・川妻利絵氏（広島市中区、
リーガロイヤルホテル広島）
　◇ 日（水）埼玉産業人クラブ・
ＮＩＴＥＣ埼玉産学交流会「 年
新春賀詞交歓会」（さいたま市浦和
区、浦和ロイヤルパインズホテル）
　◇ 日（水）大阪産業人クラブ
年新春互礼会 （大阪市北区、Ａ

ＮＡクラウンプラザホテル大阪）
　◇ 日（木）東京産業人クラブ・
日刊工業新聞社「 年賀詞交歓
会」（東京都千代田区、ホテルグラ
ンドパレス）
　◇ 日（木）神奈川産業人クラブ
「賀詞交歓会・セミナー」（横浜市
西区、横浜ベイシェラトンホテル＆
タワーズ）

震
災
後
の
モ
ノ
づ
く
り
テ
ー
マ
に
経
済
討
論
会
茨
城
産
業
人
ク
ラ
ブ

（ ） 　　 ２０１１年 平成２３年 １２月２日 金曜日 　　

　
茨
城
産
業
人
ク
ラ
ブ

柳

生
修
会
長

コ
ロ
ナ
電
気
社

長

は

月

日
、
水
戸
市

の
水
戸
京
成
ホ
テ
ル
で
経
済

討
論
会
「
工
場
長
サ
ミ
ッ
ト

―
震
災
後
の
茨
城
の
モ
ノ
づ

く
り
」
を
開
い
た

写

真

。
日
立
製
作
所
都
市
開

発
シ
ス
テ
ム
社
水
戸
事
業
所

長
の
塩
原
知
道
氏
、
日
立
建

機
執
行
役
常
務
生
産
・
調
達

統
括
本
部
長
の
水
谷
努
氏
、

ク
ボ
タ
理
事
筑
波
工
場
長
の

吉
岡
栄
司
氏
の
県
内
３
工
場

の
ト
ッ
プ
に
加
え
、
茨
城
県

商
工
労
働
部
長
の
横
山
仁
一

氏
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参

加
し
た
。
モ
デ
レ
ー
タ
ー
は

経
済
産
業
省
関
東
経
済
産
業

局
地
域
経
済
部
長
の
増
田
仁

氏
。

　
会
員
ら
約
１
５
０
人
が
参

加
。
震
災
の
影
響
で
工
場
建

物
が
損
壊
し
、
通
常
生
産
に

１
カ
月
ほ
ど
か

か
っ
た
と
い
っ

た
話
や
、
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
寸
断
に
よ
る

部
品
調
達
が
困

難
に
な
り
、
２

次
・
３
次
の
調

達
先
ま
で
の
把

握
の
重
要
性
な

ど
を
話
し
た
。

ま
た
、
港
の
損

壊
で
物
流
に
大

き
な
影
響
が
出

て
い
る
こ
と
や
、
夏
の
節
電

対
策
な
ど
も
強
調
し
た
。

　
震
災
に
よ
る
変
化
と
し

て
、
事
業
継
続
計
画

Ｂ
Ｃ

Ｐ

や
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
関
す
る
こ
と
を
一
層
強

化
す
る
よ
う
に
し
た
と
い
う

意
見
の
ほ
か
に
、
震
災
で
も

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
流
れ
は
変

わ
ら
な
い
こ
と
も
話
し
た
。

国
内
に
コ
ア
技
術
は
残
す
と

し
た
一
方
、
特
に
取
引
先
中

小
企
業
へ
は
、
海
外
の
取
引

先
と
競
争
す
る
た
め
に
、
価

格
、
品
質
、
納
期
な
ど
何
か

一
つ
秀
で
る
モ
ノ
が
ほ
し
い

と
い
っ
た
意
見
や
、
中
小
も

海
外
部
材
を
積
極
的
に
使
っ

て
ほ
し
い
と
い
っ
た
要
望
を

し
た
。

　
講
演
会
終
了
後
の
懇
親
会

に
は
、
日
立
製
作
所
理
事
電

力
シ
ス
テ
ム
社
日
立
事
業
所

長
の
藤
谷
康
男
氏
も
参
加

し
、
和
や
か
に
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

▲
人
が
参
加
し
Ｊ

Ａ
Ｘ
Ａ
調
布
航
空

宇
宙
セ
ン
タ
ー
を

見
学

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
調
布
航
空

宇
宙
セ
ン
タ
ー
見
学

東
東
京
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

研
城
北
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
東
京
産
業
人
ク
ラ
ブ
・
東

東
京
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会

嶋
田
貫
一
会
長

高
橋
木

箱
製
作
所
社
長

と
城
北
産

業
人
ク
ラ
ブ

檜
垣
昌
子
会

長

山
陽
プ
レ
ス
工
業
社

長

は

月

日
、
東
京
都

調
布
市
の
宇
宙
航
空
研
究
開

発
機
構

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ

調
布

航
空
宇
宙
セ
ン
タ
ー
と
、
同

府
中
市
の
サ
ン
ト
リ
ー
武
蔵

野
ビ
ー
ル
工
場
の
見
学
会
を

実
施
し
た
。

人
が
参
加
し

た
。
両
団
体
に
よ
る
合
同
見

学
会
は
初
め
て
。
同
会
の
冒

頭
、
両
会
長
は
「
見
学
会
を

機
に
互
い
の
親
睦
を
含
め
、

共
に
発
展
し
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
で
は
マ
ッ
ハ
２

で
滑
空
・
飛
行
さ
せ
て
空
力

性
能
や
表
面
圧
力
の
デ
ー
タ

計
測
な
ど
を
行
っ
た
小
型
超

音
速
実
験
機
の
解
説
や
、
航

空
機
の
よ
う
に
滑
走
路
か
ら

離
着
陸
し
て
人
な
ど
を
輸
送

す
る
宇
宙
船
「
ス
ペ
ー
ス
プ

レ
ー
ン
」
で
、
国
際
宇
宙
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
行
く
こ
と
な

ど
を
想
定
し
て
開
発
さ
れ
た

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
飛
行
や

操
縦
を
疑
似
体
験

し
た
。

　
サ
ン
ト
リ
ー
で

は
同
社
の
ビ
ー
ル

「
ザ
・
プ
レ
ミ
ア

ム
・
モ
ル
ツ
」
の

製
造
工
程
を
見

学
。
仕
込
み
工
程

で
一
部
の
麦
芽
を
２
回
煮
沸

す
る
な
ど
同
ビ
ー
ル
が
「
プ

レ
ミ
ア
ム
」
と
名
付
け
ら
れ

た
ゆ
え
ん
と
も
な
る
独
自
製

法
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
工

場
見
学
後
の
試
飲
で
同
ビ
ー

ル
に
舌
鼓
を
打
っ
た
。

今
期
定
例
会
テ
ー
マ
に

海
外
進
出
事
例
追
加

東
京
産
学
交
流
会

　
東
京
産
業
人
ク
ラ
ブ
・
東

京
産
学
交
流
会

渡
辺
佳
英

会
長

大
崎
電
気
工
業
会

長

は

月

日
、
２
０
１

１
年
度
の
理
事
会
・
総
会

写
真

を
東
京
都
大
田
区

の
三
井
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
蒲

田
で
開
き
、

年
度
会
計
監

査
報
告
、

年
度
事
業
計
画

な
ど
を
了
承
し
た
。

　
あ
い
さ
つ
し
た
渡
辺
会
長

は
「
今
年
は
東
日
本
大
震

災
、
台
風
、
タ
イ
で
の
水
害

と
、
天
災
が
相
次
い
だ
。
想

定
外
は
想
定
内
と
考
え
て
経

営
に
あ
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
代
に
な
っ
て
き
た
」

と
危
機
管
理
の
重
要
性
を
強

調
し
た
。
今
期
の
活
動
方
針

に
つ
い
て
会
員
か
ら
「
海
外

進
出
の
成
功
例
や
失
敗
例
を

学
ぶ
機
会
を
設
け
て
ほ
し

い
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
、

定
例
会
の
テ
ー
マ
に
加
え
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　
総
会
後
は
ト
ッ
キ
創
業
者

で
テ
ィ
ー
ケ
ー
ア
ソ
シ
エ
イ

ト
会
長
の
津
上
健
一
氏
が

「
企
業
存
続
の
た
め
の
危
機

突
破
の
事
例
」
と
題
し
、
Ｍ

＆
Ａ

合
併
・
買
収

の
体

験
談
を
披
露
。
津
上
氏
の
決

断
で
ト
ッ
キ
は
キ
ヤ
ノ
ン
の

完
全
子
会
社
と
な
り
、
有
機

エ
レ
ク
ト
ロ
・
ル
ミ
ネ
ッ
セ

ン
ス

Ｅ
Ｌ

製
造
装
置
の

世
界
シ
ェ
ア
で
８
割
を
占
め

る
ま
で
に
成
長
し
た
が
、
津

上
氏
は
「
あ
き
ら
め
ず
に
や

り
遂
げ
る
こ
と
が
重
要
」
と

力
説
し
た
。

　
「
有
機
Ｅ
Ｌ
市
場

が
有
望
か
ど
う
か
何

を
根
拠
に
判
断
し
た

か
」
と
の
質
問
に
、

津
上
氏
は
「
複
数
の

調
査
会
社
か
ら
取
り

寄
せ
た
情
報
を
非
常

に
重
視
し
た
。
そ
し

て
世
界
中
を
飛
び
回

り
、
足
で
稼
い
だ
情

報
を
加
え
て
判
断
。

市
場
調
査
に
半
年
を

か
け
た
」
と
述
べ

た
。

産
学
官
情
報
交
換
会

産
業
振
興
策
先
進
的

企
業
事
例
な
ど
紹
介

栃
木
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
栃
木
産
業
人
ク
ラ
ブ

高

橋
和
夫
副
会
長

大
高
商
事

社
長

は

月

日
、
宇
都

宮
市
の
ホ
テ
ル
東
日
本
宇
都

宮
で
栃
木
県
産
業
労
働
観
光

部
と
の
懇
談
会
「
産
学
官
情

報
交
換
会
」
を
開
い
た
。
出

席
者
は
計

人
。

　
栃
木
県
産
業
労
働
観
光
部

か
ら
は
大
森
敏
秋
部
長
、
小

林
一
巳
次
長
兼
産
業
政
策
課

長
、
鉄
永
正
紀
工
業
振
興
課

長
、
荒
川
政
利
経
営
支
援
課

長
が
出
席
し
、
栃
木
県
が
進

め
る
産
業
政
策
を
分
か
り
や

す
く
解
説
。
続

い
て
栃
木
県
産

業
技
術
セ
ン
タ

ー
、
栃
木
県
産

業
振
興
セ
ン
タ

ー
が
企
業
支
援

活
動
の
概
況
に
つ
い
て
、
ま

た
地
元
大
学
、
金
融
機
関
が

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
取
り
組

む
産
業
振
興
策
に
つ
い
て
紹

介
し
た
。

　
先
進
的
企
業
事
例
発
表
は

深
沢
亮
一
ス
ペ
ク
ト
ル
デ
ザ

イ
ン
社
長
の
「
テ
ラ
ヘ
ル
ツ

波
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
」
と
、

古
沢
栄
一
協
栄
産
業
社
長
の

「
ボ
ト
ル
・
ツ
ー
・
ボ
ト
ル

の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
リ
サ
イ
ク
ル
」
。

深
沢
社
長
は
「
可
搬
性
の
高

い
装
置
を
完
成
で
き
た
。
適

用
分
野
が
拡
大
す
れ
ば
普
及

に
つ
な
が
る
」
と
今
後
の
展

開
に
期
待
を
表
し
、
古
沢
社

長
は
「
廃
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は

都
市
油
田
。
貴
重
な
国
産
資

源
の
有
効
活
用
に
貢
献
し
て

い
く
」
と
力
強
く
抱
負
を
語

っ
た
。

▲情
報
交
換
会
で

あ
い
さ
つ
す
る

大
森
栃
木
県
産

業
労
働
観
光
部

長

工
場
見
学
会
と

ゴ
ル
フ
大
会
実
施

四
国
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
四
国
産
業
人
ク
ラ
ブ

西

山
彰
一
会
長

宇
治
電
化
学

工
業
社
長

は

月

、

の
両
日
、
高
知
県
内
で
工
場

見
学
会
と
ゴ
ル
フ
大
会
を
実

施
し
た
。
耕
運
機
用
の
爪
で

ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
の
太
陽

高

知
市

で
は
、
２
０
０
０
種

類
を
超
え
る
爪
や
環
境
対
応

の
燃
料
製
造
装
置
な
ど
に
つ

い
て
、
森
岡
良
三
取
締
役
経

営
企
画
室
長
か
ら
解
説
を
受

け
た
。
そ
の
後
、
さ
ま
ざ
ま

な
形
状
の
爪
が
生
産
さ
れ
る

現
場
を
目
の
当
た
り
に
し

た
。

　
続
け
て
訪
問
し
た
技
研
製

作
所

同

で
は
、
今
年
の

秋
の
叙
勲
で
旭
日
小
綬
章
を

受
章
し
た
北
村
精
男
社
長
か

ら
杭
打
ち
機
「
サ
イ
レ
ン
ト

パ
イ
ラ
ー
」
の
説
明
が
あ
っ

た
。
北
村
社
長
が
自
ら
発
明

し
た
同
機
や
開
発
に
対
す
る

思
い
入
れ
を
一
行
は
感
嘆
し

な
が
ら
聞
き
入
っ
た
。
工
場

に
併
設
さ
れ
た
耐
震
地
下
駐

輪
場
「
エ
コ
サ
イ
ク
ル
」
で

も
熱
心
に
見
学
す
る
姿
が
見

ら
れ
た

写
真

。

　
参
加
者
か
ら
は
「
普
段
見

る
機
会
の
な
い
モ
ノ
づ
く
り

の
貴
重
な
現
場
を
体
験
で
き

た
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ

た
。

　
そ
の
後
、
同
市
内
中
心
の

老
舗
料
亭
「
濱
長
」
で
懇
親

会
。
高
知
の
伝
統
的
な
お
座

敷
遊
び
「
箸
拳
」
で
土
佐
芸

者
と
飲
み
比
べ
を
す
る
場
面

も
あ
り
、
参
加
者
全
員
が
親

交
を
深
め
た
。

　
翌
日
は
１
週
間
後
に
「
カ

シ
オ
ワ
ー
ル
ド
オ
ー
プ
ン
」

が
開
催
さ
れ
た
黒
潮
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ

高
知
県
芸
西

村

で
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開

い
た
。
心
配
さ
れ
た
天
候
も

小
雨
で
持
ち
こ
た
え
、
松
本

陵
志
フ
ジ
ケ
ン
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ

松
山
市

社
長
が

ネ
ッ
ト

・
２

グ
ロ
ス

で
優
勝
し
た
。
準
優
勝

は
西
山
会
長
だ
っ
た
。

青
木
氏
が
優
勝

東
日
本
の
産
業
人

ク
ラ
ブ
ゴ
ル
フ
大
会

　
東
京
、
千
葉
、
神
奈
川
な

ど
東
日
本
の
産
業
人
ク
ラ
ブ

は
共
催
で

月

日
、
神
奈

川
県
葉
山
町
の
葉
山
国
際
カ

ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部
で
「
産
業

人
ク
ラ
ブ
　
親
睦
ゴ
ル
フ
大

会
」
を
開
い
た
。
優
勝
は
ネ

ッ
ト

・
４
で
神
奈
川
の
青

木
伸
一
氏
ニ
ッ
ク
ス
社
長
、

写
真
右
が
獲
得
し
た
。準
優

勝
に
は
東
京
の
田
久
保
隆
幸

氏

奈
良
機
械
製
作
所
最
高

顧
問
が
、３
位
に
は
山
形
の

鈴
木
喜
代
寿
氏

ス
ズ
キ
ハ

イ
テ
ッ
ク
社
長

が

そ
れ
ぞ
れ
入
っ
た
。

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
は

グ
ロ
ス

で
神
奈
川

の
斎
藤
武
夫
氏

藤

栄
電
機
工
業
相
談

役

が
手
に
し
た
。

　
今
回
の
大
会
は
前

日
に
行
っ
た
産
学
官

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
新

時
代
を
築
く
若
き
挑

戦
者
」
の
併
催
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
開
い
た
。
日
刊

工
業
新
聞
社
の
井
水
治
博
社

長
を
は
じ
め
ク
ラ
ブ
会
員
ら

人
が
参
加
し
た
。
早
朝
に

降
っ
て
い
た
雨
は
ス
タ
ー
ト

前
に
は
上
が
り
、
日
中
に
は

秋
の
日
差
し
を
受
け
な
が

ら
、
参
加
者
は
高
低
差
の
あ

る
ト
リ
ッ
キ
ー
な
コ
ー
ス
で

プ
レ
ー
を
楽
し
ん
だ
。

　
プ
レ
ー
終
了
後
の
懇
親
会

で
は
、
井
上
裕
之
東
京
産
業

人
ク
ラ
ブ
会
長

愛
知
産
業

社
長

が
「
広
域
な
産
業
人

ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま

り
、
楽
し
い
大
会
に
な
っ

た
。
今
後
も
こ
う
し
た
機
会

を
増
や
す
と
と
も
に
、
ク
ラ

ブ
の
事
業
に
対
し
協
力
・
支

援
を
引
き
続
き
お
願
い
し
た

い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

東
東
京
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
研
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

水
谷
氏
が
優
勝

　
東
京
産
業
人
ク
ラ
ブ
・
東

東
京
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会

嶋
田
貫
一
会
長

高
橋
木

箱
製
作
所
社
長

は

月
８

日
、
千
葉
県
八
千
代
市
の
中

山
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
第

回
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
を
開

い
た
。

　
好
天
の
下
、
総
勢

人
が

熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
水
谷
電

機
工
業
会
長
の
水
谷
和
夫
氏

写
真
右

が
ネ
ッ
ト

・

８
、
グ
ロ
ス

で

優
勝
し
た
。

　
準
優
勝
は
ベ
ス

ト
グ
ロ
ス
賞
に
も

輝
い
た
関
東
メ
カ

ニ
カ
ル
社
長
の
渡

辺
利
彦
氏

ネ
ッ

ト

・
０
、
グ
ロ

ス

、
３
位
は

昭
電
社
長
の
太
田

光
昭
氏

ネ
ッ
ト

・
８
、
グ
ロ
ス

だ
っ
た
。


